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本邦新生代化石貝類の再検討第1報
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　　　　by・
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Abstract

　　　　　Taxonomy　of　some　Japanese　fossil　Mollusca　is　rev圭sed　in　th量s　report。New　combination

6f　generic，subgeneric　and　speci丘c　names　are　listed　below：

　　　　　1．H読oオお（Ez‘hα1∫o痂）漉56麗5g／α房05αNomura　et　Niino，1932from　H．加〃z診6hα漉4／3α

　　　　　　　　　　glα房05α

　　　　　3．Tz〃・6廊α6砿08n515（Hatai　et　Nisiyama，1949）from　Cαlllo5オo“，4

　　　　　2，Ho刀zα1砂07πα5葡襯歪6瑚z（Yokoyama，1932）from　Cαll♂o吻7？zα

　　　　　5．　No4fl露渉o万nα∫㎜α泥乞αnα　（Nomura　et　Hatai，1936）　from五露渉δプゼnα

　　　　　7．0プ66オ05ψかα君87朋z4（Nagao，1928）from　R乞∬oZnα

　　　　　6．PZαn昭i5乃02αガ8π5ガ3（Nomura　et　Onisi，1940）from五漉o万nα

　　　　　8．C8プ航伽規（Cho加1706爾オh加π）o之α観（Nomura，1935）from　C61一露hl46α

　　　　　9．Pol枷683（jPZ160nα66α）no”痂Nagao，1928from　jPollyn舵3（N6η6プ伽）

　　　　　4。丑プiα47～α肋1α魎n6α（Yokqyama，1926）．from　Cαllガ05診o”観

　　　　10．Cプ砂躍％如5ッ溺解8師6αNomura　et　Hatai，1936is　a　syponym　of　C。oo5診i∫6規N6mura

　　　　　　　　　　et　Hatai，　1936

　　　　13．・Aρolloη惚66∫（Nomura　et　Hatai，1936）丘om　Bπ1・5α

　　　　12．E認o鋤刀zオohoゐ耀η56（Nom皿a　et　Zinbo，1936）from　GαZ6040σ

　　　　14。　且6αn擁伽z‘6εllα』y4お％06n515（Tsuda，1959）from“Pollyオ？・o少α”

　　　　18，丁万伽hong・06π5乞5（ltoigawa，1955）from　Nα55α7・1z65

　　　　15．P58z640π砂顔n8α”oオ08ノ酪（Mαsuda，1956）from　Ch∫60プ6％3

　　　　21』K6118癩ρolッgonz‘lo1405（Nomura　et　Hatai，1936）from五副7・zお

　　　　19．Pho5ゐ漉漉之加αn謝乞（Nomura　et　Zinbo，1934）丘om翫∬σ痂63

　　　　17，！生窺i／lo幽03（Co耀80φho5）nα肋”z％耀ガKurodαin　Homma，193！from“皿z∬α痂65”

　　　　16・Nα55α如伽nαY・k・yamaン1931isasyn・nym・fん痂ll・ph・5（ρ・1’α8・ρh・5）π‘漉¢一

　　　　　　　　　　究％1・α∫Kuroda　in　Homma，1931

　　　　！1．P％9漉nα吻フπα5αたα6n5お（Yokoyama，1929）from　S渉プo”z伽5

　　　　22．五ng厩5πoプ¢5α泌αno6n5歪5（Tsuda，、1959）from，（加7zα605ッ7・Zn灘

　　　　23．、　Pαプα4万ll乞α5％6z’プα7zo4那lo5z‘5（Nomufa　et　Zinbo，1935）from　Cl4曽z65（Cl4孟hプ04万1々4）

　　　　20．R6・伽1螂診沈・ア・4燃（N・muraet10nisi，1940）fr・mAη6枷1吻5

　　　　24。S襯η04プZll彪05硯σ朋06n513（Tsuda，1959）from　Tonzoμ6z6プα

　　　　25・入碗πnoi461／αhz‘盈5ぎ7736n5乞5（Nomura　et　Zinbo，1935）from・M4ng81彪（E吻形α）

　　　　26・躍yπ7611α05α泌αno8n5f5（Tsuda，1959）from、3％伽1α

　　　　27．Mαll6癩1n67刀z15（Yokoyama，1925）from五6ぬ

　　　　29・　yol4臨αo鰭Ngmura　et　Zinbo，1935is　a　synonym　of　Poπ1αn読α（Po7・ぬn4611α）
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　　　　　hz粥廊漉8n5乞5（Nomura、et　Zinbo，1935）

　　30．　S孟万ακ4（E5診811α6α7）z‘6孟5z6庖6n515（Hatai　et　Nisiy・ama，1949）fromβαプ6αあα．

　　31．Solαフπ6η5めノbプn1ω伽形（Nagao，1928）from　Cブ8n611α

　　32．301‘影フ舵nオo解凌yα8η56（Hatai　et　Nakamurα，1940）from　C76n611α

　　34．jPZα60汐66オ8πグo∫o彫ollZ彪5（Nomura，1935）from　P66オ6n

　　35。05舵α　勿18046n561α形6ZZo5¢　Nomura，1938，holotype，is　Mo痂4　刀昭6プ036hZ5規α

　　　　　（Deshayes）。

　　38．“C曜y穿og6nα．”hα6hか漉（Nomura，1935）from　P妙h碗

　　33．ハ㊧κ6nα万αo孟z吻痂6n5Z5（Nomura　et　Hatai，1937）from　C7でn81／α

　　36．M8κ6nαプ如03ッ銘θn5お（Nomura　et　Onisi，1940）from　Ch乞on6

　　39．　M¢rcεηαガα6プ6η琵65孟α（Nomura，1935）　from　Cl8隅6π琵α

　・37』7召n6プゆ5hか・569側αn¢N・mura，1938i婁ay・ungshell・fTα郷（R痂妙65）ブψ・n16α

　　　　　Deshayes．

　　40。・Mα60窺αρ紹oオ8z厩01no勉漉α40Z　Otuka，1939and41T61伽αガ鰭プ6n舘5Yokoyama，

　　　　　1925are　synonyms　of　Mα60形α6α16αプ8α（Gmelin）．

　　42．A汐o砂〃¢6痂P吻ly6zgど6η5！5（Nomura，1935）from蜘α

　　、28．Pαn40プα解o／z如α6η5∫5（Nomura，1940）from　Nzκπ1朋α

　　The　above　Iist　isr　arranged　by　the　taxonomic　order　of卜the　new　combination，but　the

number　is　given　by　that　of　the　old　combination　as　discussed　in　Japanese．

　　　　　　　　　　　序

　横山（1890，1920）以来本邦の新生代の貝類相の調査

研究は長足の進歩をとげ，棋山・長尾・大塚・野村らに

よっても多数の新種が発表された。最近も少なからず地

方別に化石群の研究が行なわれたが，その割には属や科

を単位としてまとめた業績は多くない。砺6砿顕（竹山・

矢部・畑井）・U解δon彪郷（愼山・鈴木・杉山）・Cα1－

1103渉o規α（池辺）・Tz6ププ漉llα（伊田・小高〉・Sゆhoπα1短

（愼山）・z4611α（長尾・藤岡）？！吻α（長尾・井上・藤

江）・Limidae（大山）・ylo／漉α（魚住）等は図譜はある

が，これらは本邦の新生代の貝類めほんの一部にすぎな

一い。

　筆者は昭和34年度に京都大学・東北大学・斉藤報恩

会の所蔵標本を検討し，また以前から幾度も東京大学の

所蔵標奉を閲覧する機会がφったが，原著者と意見が異

なる場合が少なくなかづた。たとえばあるM4ωフ襯を

M。オo妙06η515MAKIYAMA，1927と同定するか，，M．

6α16α76α（GMELIN，1791）と考えるかは現世標本または

現生同様に保存の良い標本ならば問題はなかろうが，套

痕湾入がみえない化石の内型ではどちらの種にするかを

決定するのに骨を折ることが少なくない。また3砿レ

40解螂かE20‘αll15忽註1）かの相違も同様で，両方とも個

体変異に富むから内型で区別することはむずかしヤ，・。．二

枚貝よりも巻貝の内型から属位を決定することはさらに

困難で，二枚貝ならば容易に内型が採れるから比較しや

すいが，巻貝ではそれが困難である。したがって今後も

検討される度に新しい変更が予想され得るが，この第1

報では所属する属名や亜属名が変わる諸種をおもに扱っ

た。今回新種と認められた諸種については，次の機会に

報告する。種の配列は原著の属名を分類順に並べた。

　1．πα11伽5たα厩ohα伽nαglめ・05αNoMuRAet

　　NIINo，1932，viz．H．（Ez6hα1わ廃5）4ガ5α65glα670一

註1）EZOCALLISTA：Ku良oDAエゾワスレ属
　　　エゾワスレの鉄板はや』薄弱で，左殻の前側歯

　　は鋏板上で多少下縁寄りに位し，左殻の2主歯は

　　大きさほ曾同じであるが，前歯は屹立し，ごれら

　　両歯はおのおの独立している。　（マツヤマワスレ・

　　類では両歯の頂部はく形に連続し，その前翼［歯］

　　は板状に甕え，後翼［歯］は肥厚している。）1左

　　殻後板［歯は弱く，かつ延長しているが芝マツヤ

　　マワスレ類にあっては薄く板状である；右殻後歯
　　（3歯中最後0）もの）ははなはだ大きく，その頂は

　　強く溝割されている3套線轡入は頂端円く，・マツ

　　ヤマワスレ類の一般のように角立ってはいない；

　　足筋痕ははな嫉だ大きく前筋痕の後部に接して出

　現し，マッヤマワスレ類の一般のように鋏板の内

　、面に隠れて見えないようなもので無い1小月面は

　単に一条溝で囲まれているに過ぎない。殻皮は漆

　状に輝くことはない。

　　以上の特徴はマツヤマワスレ属の亜層と考えら
　　れるMα61”06αll15厩やCo5オ必α／傭厩の各種に照

　　してもはなはだ明瞭である。

　　［黒田徳米，1952，ゆめ蛤，第64号，p．（30）

　193一（31）194よりコ

76一（412）



本邦新生代化石貝類の再検討

　　3αNoMURA　et　NIINo，1932

　　Foss．Moll．Izu＆Hakone（2！），p．189－！90，

　　pl，XII（II），丘9．12

　戦後アワビの分類が変わった。アワビの亜種として扱

われていたπα1！061591gα窺鶴4乞56硲REEVEクロアワ

ビ（クロ）は独立の種と認められてH。4蜘郷と呼ばれ・

またアワビとは別種として扱われた刀’．為α鮮56加オ肋nα

JONASエゾアワビはクロアワビの生態型で，しかもE。

乃α吻56hα孟肋nαは邦産でないことが明らかになった（猪

野1951）。伊豆の化石はタロアワビ系であるからH。

（E蜘11・613）殉6％5glαδ7・54N・M聯etN・・N・と呼

んだ方がよい。

　2．　Cαllガ05孟o”zα5葡％n16躍πYokoyama，1932，［＝Ho一

　　刀Zα10ρ0”観］

　　Tert．MolL　Ishikari（34），p．238，pL　I．fig。11

　本種は殻形が’Ho”zαZ砂oηzαα”昭∬Z孟α卿2z’（GOULD，

！861）に類似し，彫刻も近似するから，Ho〃認砂oノ襯

躍6κ痂α〃πと改称したらよい。

　3．　CαJllo560”z‘z　δ碗06π5弓　HATAI　and　NlsIYAMAフ

　　1949，［＝丁麗π加］

　　Tert，Moll．Jαpan（4），p。92，pL24，fig．11

　丁曜61昭には軸唇に歯があるから，Cα躍観oア麗ξ容

易に区別されるが馬頭産の標本は殻口が充墳されて軸唇

がみえない。また両属は彫刻も異なるが，彫刻から考え

れば7㌃プ6∫6αの特徴である。

　4．『Cα1あ05孟o”3α　肋1ατぎn‘4YoKoYAMA，1926，　［＝

　　一A7ゼα4n司

　　　Foss．Shells　Sado　（31），・p，285，pL　XXXIII，

　　　五9．19
　池辺，1942はβ鷹617zz〃πに，畑井・西山，！95ゴは・

丁獄60に転籍したが，図に示された水管溝の形から考’

えて，且プ如4nαに属するものと思われる。

　5．　五ぎμo万n‘z　乞測‘z庖αnα　NoMuRA　et　HATAI，1936，

　　　［＝NlO4π漉01・1nα］

　　　Moll．Tana墓ura　Beds（19），p．144，pl。XVI，

　　　figs．16　a，！6b

　本種は形も大きさも瓦0411魏o吻α、g耀nz61α万5（GRAY）

に近いからNo4乞痂o万n4に転籍さμるべきものである。

　6．1L漉07麹α為o澱∫6π5∫s　NoMuRA　et　ONlsl，1940，

　　　［＝Pl研α漉5］

　　　Neog．Moll．Seman（22），p。19H92，p1．XIX，

　　　丘gs』6a，6b　　り

　本種の軸唇の特徴は五諺o万n躍α8には一致しない。

P宛nα漉5である。

　7．R乞∬。伽96ηz7照NAGAo，1928，［＝0・雁・吻・α］

　　　Palaeog．Foss．Ky負sh負，　Pt。　1ン　（13），p。　119

第1報　（大山　桂）

　　（23）一120（24），pl．XX（III）シfigs．20，20a，21，

　　21a．
　標本を検討して周縁に頼粒があるから07臨o珈耀に

所属することがわふった。以前　丁吻・漉llα測α4観4

YoKoYAMA3！890とC61・露h∫躍？z6∬0815％陽YoKoYAMA，

1928とはTプ06ho66漉h伽πと考えられた（黒田，1931，

腹足類・弁鯛類（10），p．16），また長い間正体不明であ

ったBα5薦∬α（Or8cオ05pケα）6αゐ21ぎ6αDALL，1925に

真珠層がないから，Bα5il乞55αでもT706h認昭宅もない

ことが明らかになった（黒田，1947，ゆめ蛤，第17号，

p．11（121）一13（123））。しかし・T7’06ho66漉hZ％濡が果

して邦産の現生・化石諸種に合うか否かについてまだ聞

題があり，当分の問0706めゆ磁を属名に用いた方が無

難であろ5。なお0プ臨o吻規は了厩プ漉魏4磁に属す

る（波部，1955，1957）。

8． C6万孟h14640之α為髭NoMuRA，1935，［＝C6万診ん髭〃π

（Chon4プoo8ri孟h乞z〃7z）］

Mioc，Moll．Siogama（16），p・229－230，pL　XVII

（II）ン五9．22

　本種はC6擁hf％7π（ごhoη4プo‘6プ露h加π）50r414z61％”z

GouLD，1849の近似種でC6rπh乞48αではない。

9， Po砂7z乞685　　（2〉16η6ri6α）　　no〃z露　　NAGAo，　1928，、

［＝Pol加魏5（P號onα66α）］

Palae・g，F・ss』Kyαsh負，Pt．II，（14），P．96（86）一

97（87），pL　XV，figs．16，16a，16b，16c

　属名Pol∫nZ665はしばしば文法上正しいPoみnズ685に

改訂されるが，文法上誤っていても誤植等がでない限り

原著のままの綴りが使われることになっている。亜属

施泥廓αは騰索に溝がない。したがって従来本邦で

瓦8泥プ伽と呼ばれたなかで膀索に1溝のある諸種は

G／o∬側1昭に移されるが，丑no勉乞だけは2溝あるの

で，P號onα6飢廷属する。・P蹴o麗6砿の生物地理学的

意義は別に報告する。

　10．　Cγε1〉乞4z〆α5ツ””2z6診プ∫cαNoMuRA　et　HATAI》1936・

　　［一C6・競プαN・MuRAetHATAI・1936］

　　Foss．Tanagura　Beds（19），p・145・pL　XVII・

　　figs．1a，1b

　この種の前の頁に記載したC，oo36漉プαNOMURA　et

HATAI，1936（p．144，pL　XVII，丘g，2）には附着した

宿主彪凸凹があったらしいので着生した貝にも“疑彫

刻”を生じた。この点以外に両種が相違するところがな

いようであるから，同一種であると考える。な郭邦産の

Cプ6p漁1αの化石種は個体変異を無視して細分されてお

り，種類数は著しく減少することが予想される。

　11，S孟プ。励z‘5鋤脇μ肋6競3Y・K・YAMA，1929』

　　　［＝Pz6gZl伽］
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　　　Neo9．Shells　Ch且goku（32），P．366，pL　LXX，

　　　五gs．1a，1b　一

　本種は再発見されないから体層の下半は明らかでない

が，どうもSオ7・oフ％伽5には合わない。むしろP祝g痂％

一
の

結節が多い種と考えるべきでは無かろうかd

　12．GαZ8046α渉oho為z昭π5おNoMuRA　et　ZINBo，1936，

　　　［＝E％401伽π］

　　　Add，MoIl．Yanagawa　Shell　Beds（26），わ．342，

　　　pL　XX，figs．11a，11b

　彫刻を検討して　Eπ401伽郷　14α6％規　：KURODA　et

HABE，1952に近似することが明らかになったから，

E％401Z％形に転籍する。G41804侃とは彫刻がかなり異

なる。

　13㌧B躍5α到α診61NoMuRA　et　HATAI，1936，［＝∠4ρol－

　　　lon］

　　　Foss。Tanagura　Beds（19），p．141－142，pl．XVII，

　　　丘gs．14a，14b，15a，15b

　B名6欝αでなく！》ollonである。・BursidaeはRαn611iπα

以外には後溝に明瞭な溝を作るが・・4汐oll卿で嫉刻まれ

ない。そしてA．nα嬬oプ（R6DING，1798）の近似種で
1
あ ろうと考えられる。．

　14．“Po凌y渉プo汐α”　lyα渉5％067～5i5　TsμDA，　1959，

　　　［＝且6αn診hlnzκ611α］1

　　　Mioc。Mol1．Kurosedani，F．（28），p．89－90，pL

　　　IV，figs．16a，16b，17a，17b

　この貝は新種として発表されるときにどの属に属する

か将来決定したいといわれたが，疑いもなくA6磁一

痂n％661」αである。Po碗”ρ4の外唇には棘がなく，

A6α窺h伽ご611αにはあるが，図にも記載にも示されて

いる。ノ1侃窺hZn鷹6114は本邦で最初の記録であり｝そ

の生物地理学的意義は別の機会に述べる。

　15．ChZ6076z∬no606漉5MAsuDA，1956，［＝．P5α‘♂o－

　　　n砂伽n6α］

　　　Mioc．Mol1．N6to，Pt．，1（II），・（！2），p．163－

　　　164，pl．26，丘gs．12a－12c

　本種はジャワ産P56π40n砂6％n昭勿規40諾！6α（JEN－

KINSシ1864）に近似し，特に1λ♪4規60κ！昭6プα∬ど605観4

（MARTIN）に近縁のようである。生物地理学上興味ある

種類である。

　16．1蟻α35α　1㎜罐彪n4　YoKoYAMA，’1931，［＝ノ17漉1－

　　　loρho5　（Coプα60ρho5）　nα為α”z乞びαZ　KuRoDA　in

　　　H6NMA，1931］

　　　Tert．MolL　I叩ki（33），p．200，pl。XII，丘gs。

　　　7，8

　楓山，1936がPho5の亜属Coプα60φho5に遷した。し

かレPho3とは大分相違するが，24漉ll砂ho5との相違

は軽微である。Coプα60ρho3は当分の間．4漉！Zo擁03の

亜属として取り扱うことにする。次の。4漉ll砂ho3（Co一’

耀80ρho5）n説α”耀プ厩のシノニムである。

　17．“撫55αプiπ5”nα肋形π耀∫Ku良oDA　in　HoNMA，

　　1931，［ニA漉ll・2h・5（C・プα吻h・5）］

　　信濃中部地質誌，貝類（9），p．83－84，pL12，

　　丘gs。97，　98

　保存が悪いが上述のCo瓶60φho5で上の翫∬α伽α一

庖απαより4カ月優先するシノニムである。

18．翫∬α吻5h・ng・6n5Z51t・igα幅，1955，［ニ丁磁α］－

　　Mol1，Mizunami　Gr。（7），p．142，p1．VI，五g，19

’従来瓦α∬αプi郷（古くは瓦α∬α）と呼ばれた巻貝は主

としてNα∬曜妬とTプ漉αの2属に分けられる。本

種はTプ漉αに属する。Nα∬αデi郷は中型ないし大型で，

体層が平滑であるものが多く，歯舌に側歯があるが，・

7■プ痂αは7α万6初α∬α以外は小型で，螺状ならびに縦

の彫刻が顕著で，歯舌に側歯を欠き，また肉体の外形も

異なる。

　19．Nα∬α万％5窺加舵初zαnz縄NoMuRA　et　ZINBo，1934，

［』Pho5］

Mo1L　Kikai－Zima（23），p。160（52），pL　V（1），

fig．27

　本種はPho5h加56∫Sowerbyとあまり変わらない。

両種の関係は将来検討することにして，今回は所属の変

更を行なうに止める。

　20、∠4n6魏プolゆ5加60冠伽5NoMuRAetONIsl，

　　1940，［ニR666i5z616z65］

　　N’eog．Mo1L　Sennan（22），P．185，P1．XVII，

　　五9．1

　標本をみたが保存が良くないので，正確な所属は明ら

かでないが」Aη61銘rol6少i5　受…も．Buccinidae　もない。1

R8漉躍1α∬であろう。

21．L碗ケ％5少o砂gonz‘lo1465NoMuRA　etHATAI，1936，

　［＝K6／16オiα］

　Fo亀s．Tanagura　Beds　（19），p．136－137，pL

　XVIIシfigSP．7a，7b

　五6漉耀5には軸唇に小襲があるが本種にはない。、殻形

は多少異なるが彫刻は1く6116磁に一致する。　したがっ

てK6116磁Poなgon％lo1465と呼ぶことにする。なお

Lα伽螂は主としてサシゴ礁が発達する地方に棲むもの

で，この化石種に随伴する種類中，特にサンゴ礁に伴な

う種類として特筆されるものがない。

　22．qy”z碗05ッ万n∬　05α獄zπ06n5お　TsuDA，　1959，

　　［＝1勿z‘翻・プ］

　　Mioc．Moll．Kurosedani　F．（28），P．98－99，pl．．

　　V，丘gs．13a，13b
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　本種も広義の盈g厩跡0プで，αyフ7嬬0釧万1鷹とは思わ

れない。（か窺αオo理プ1n∬には縫合から縫合まで連続する

強肋があり，水管溝は突きだされない。

23。ασ肱5（α4孟hプ・4万／／宛）5醜7α一n・4錫1・5％5No－

　　　MuRA　et　ZINBo，！935，［＝P4プα4万Zあα］

　　　MolL　Yanagawa　Shell－Beds（25），p．！71－172，

　　pL　XV（1），丘gs．28a，28b

　本種はCl卿％5より著しく彫刻が複雑である。Cl醜h一

ア・04プZll宛は概して1ηg漉51∫01一に似るが，水管溝が短く，

体層に顕著な節（varix）を生ずる。本種はいずれにも

」一▲致せず，P獄α4万l／1αとは区別できない。

　24．To”zoゆ／8麗規　054測諭06nぎ∫5　TsuDA，　1959，

　　　［＝Sz雄η04フガ1∫α］

　　　Mioc．Moll．Kurosedani　F，（28），p．100－101，

　　　pL　VI，figs．10a，10b

　本種はS襯ηoみ11／Zαに属する。F∠45孟h6ηo渉o解σとして

知られた邦産の貝！よ愼山，1940によりITo解o少16％紹に

移された。To窺0ρ18解αでは螺肋がほy一様で大小の差

が著しくないが，この化石種の彫刻はS襯τ04プ1／／吻の

タイプであり，またTo規o少1側解では弱いが顕著にみ

られる縦の彫刻も本種では不顕著で，また体層が螺塔に

較べて高い点もS％碗04プil伽の特徴である。

　、25．ハ4ヒzπ9εあα　（E孟7ε7？zα）　fh祝勉‘5ぱ規6η5乞5　NOMURA　et

　　　ZINBo，1935，［＝瓦znπ04歪61／α］

　　　Moll．Yanagawa　Shell－Beds（25），p．173，pL

　　’XV（1），丘gs．1！a，11b　　　　　　　　　　　　　。

　2本の螺肋が格子状となる1％nno読611αの特徴を屡）

つ。Eケ6ノ概は外唇近くに節一（varix〉を生じ，外唇は

その節から腹方に延びた唇状部を形成するから全く異な

る。

　26．8訪z‘1α05α測伽08n5乞5TsuDA，195g，［＝ハ4y躍61Z頃

　　・Mioc．Mo11．Kuroseda益i　F。（28），p，！04，pl．・

　　　VI，figs．17a，17b

　Sκ伽1αでなく！吻躍8／1αである。Sめ％1αは殻形が

この種のように円筒状とならず，高い円錐形で彫刻は縫

合下帯を区切る溝以外はほとんど平滑である。

　27．Lo4α1n8プフπおYoKoYAMA，1925，［＝Mαll66彪］

　　　Moll．Mid．J6－Ban（30），p．9－10，pl．II，丘gs．

　　　1－6

　殻の形から考えてL認αすなわちN鷹㍑1αnσとは考

えられない。殻形は．Mαll痂4であるが図示された6個

のうちで，3，5（模式），6図は同一一種で他は別種であ

ろう。

　28．翫副α観ファzon伽α6n5乞5NoMuRA，1940，［Pαn一

　　　ゴoア・α］

　　　Mo11．Moniwa　ShelllBeds（18），p。14，pl．1（1），

　　　　五9．14

　　標本は内型だが櫛状の歯は観察されなかったから

　2〉鷹ぬ槻であるかどうか疑わしい。殻の形から考えて

　もむしろPαn40規ノ1loプ4C無pENTER，1864に近い

　Pαn40プαのように見受ける。

　　29．　ylo／読α40沌麗NoMuRA　et　ZINBo，1935，［＝Poプか

　　　／αn読α　（Po7一診1αn48／1α）　hz6プ罐z漉6n315（NoMuRA

　　　　et　ZINBO，1935）］

　　　hlol1．Hurukuti　（24），P，5－6，pl．1　（1），丘9．10

　　扁平につぶれた貝で図が悪いから一見IMεgのoZ読αの

　ようだがPO7オ／αη4811αで，POプ孟1απ読α（POプ診1αn461／α）

　h麗プz漉z漉6n513　（NoMuRA　et　ZINBo，！935，　［yol4iα］）

　（同著，P．3－4，P1．1（1），丘9．11）のシノニムである。

　生長線はみえるが，．M曜妙0！4毎とは思われなかった。

　同著ゐP（P碗／αn461／α）1π614昭ノb襯Z5（NOMURA　et

　Zinbo，1935，［yo／漉α］，P．4－5，pl．1（1），丘9。9）も同

　じ亜属に属するが，殼頂の位置が異なる。

　　30．Bαプ励α（B励α碗）齢漁8翻HATA・et
　　　　NlsHIYAMA，1949，［＝S渉万ακ4（E5渉811α6α7）］

1　　Tert．M・ll．Japan（4），P．89，pl，23，丘gs．6，7

　　本種は富山県の八尾地方からも産する貝である腹縁の

、足緕開口は不顕著であるからS師躍薦の1群に属し，

　所属は模式的ではないが工REDALE，1939・の．E5渉811α6濯

　に属する。

　　31，　Cプ6／z611α5zの面プn16α診‘z　NAGAo，1928ン［＝Solαηz6n］』

　　　　Palaeog．　Foss。Kyushu，　Pt．II，　（14），　p、46

　　　　（36）ノpL　V，丘gs乳8，8ay9，9a，9b

　　従来C78n611αと考えられた貝類にはSol㈱6n　IRE－

　　　　DALE，1924も含まれていた。So／翻6ηには微細

　な放射肋があり，殻が薄く，C泥π611αよりも大成する。

　SoZαフ形nの特徴を示す彫刻は第8a図に示された。

　　32．Cプ8η811α　孟o”zかα8π5∫5HATAI　et　NAKAMuRA，

　　　　1940，［＝So／瑚z副

　　　　NeΨα6π召llαNanakilaBeds（3）・P・113－11生

　　　　fig．1　（in　text）

　　殻にひびが入り曲った標本であるが，本種もSo♂α解εη

　に属する。

　　33．・σプ6n61♂αo顔薦形Z顔515NoMuRA　et耳ATAI，1937・

　　　　［＝ハ獅66nα吻］

　　　　Mioc．Mo11．Nanakita（20），p。132，pl．XX，

　　　　fig．12

　　つぶれてはいるが二枚揃った内型で，蝶番に主歯があ

　ったと思われる主歯と主歯との間隙が型として保有され

　ている。形から考えてM航ε瓶吻であろう。おそらく

　同じ報告に　76n％5（Ch乞on6）6n5〃診規6h8廊1156n5ゼ5

　（WEAvER，1g12）（シ．133，p1．XVII，丘g．10）と同定し
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た貝と同一種ではないかと思われる。

　34・P6666n．proオo”zoll伽老5NoMuRA・1935，　［＝P1α一

　　60φ66‘6π］

　　Mioc．MolL・Nisi－Tugaru（15），p，41－42，p1．VI

　　（V），fig．3

　模式標本は良ヤ・標本ではなy・が，明らかに月αo砂66吻

に属する。［

　35．　05ケ6‘z　メ》‘zlθo／6n5614規81／05ク　］N’oMuRA，　1938，

　　ραπ初z，［＝ハ40n1α〃3α6プ056hZ5耀α『（DEsHAYEs）］

　　Mo1L　Foss．Tatunokuti　Shell　Bed（17），p．248

　　（14），pl．＞ζXXIII（1），figs．2，3

　完模式標本（丘g。2）はMo痂脚6プ05轟5解α（DE5。．

HAYEs）で模式型ではくM．形．6之oαn％5KANEhARA，

1942，［Po4046遡％3］（Moll．Setana　Ser．（砒．）（8），

p．136－137，pL　XV“XVI”，丘g、1；pL　XVI“XV”，

五gs．1，2）の副模式標本（P1．XVI“XV”，丘9．2）に

一致する。副模式標本（丘g．3）は05舵α46n561α解ollo昭

LISCHKE，1869に近い。

　36．一Ch乞onεo釧鰐廊お　NoMuRA　et　ONIsI，　1940，

　　［＝M8κ6nα万π］

　　N66g．Mol1。Seman（22），p．183－184，pl．XVIII，

　　丘9．17

　野村1935～1940のC痂on8のなかにはM6766nα万α

に属する諸種が含まれ，本種もその1例である。真の

Ch乞on6は現世・化石を通じて本邦に産しない。

　37。　V「6n6πψ15　hぱプ03曜αωαnα　NoMuRA，　1938，

　　［＝7「砂85（魚64琵砂65）ノ砂onプ6αDESHAYES］

　　Mo11．Fgss．Talunokuti　Shell　Bed（17），p。262

　　（28），pLさくXXIV（II），figs。9a，9b，10

　幼貝である。この著で玩クhπψPZnα耀形ADAMs　a血d

REEvEの名で図示（pL　XXXV（II），丘gs．4a，4b）し

た貝の幼貝であろうと思われる。いずれにせよ広義のア

サ’リ丁砂甲5（R煽ゼ卿65）ノ砂onlcαDESHAYESで別種で

はないが，亜種として区別されるかあるいはそれ以下の

型にすぎないかの問題はさ叡こ検討を要する。いずれに

せよ野村の図（9a，9b，10）は浦安産のアサリの稚貝と

区別できない事実を指摘する。

38・P砂h乞αI　hα6h砂厩NoMuRA，1935，［＝“C盈yμo－

　　96nα”］

　　Mioc。Moll．♂Nisi－Tugaru（15），p．55－56，p1．

　　III　（II），丘gs．5，　6

　広義の℃めp‘og6nαに属する。（；αむp診og6nαについ

ては別に検討の結果を報告することにする。

　39．　Cl6η36n6♂α6プ6惣∫診65孟αNoMuRA，1935シ［＝M6プ66－

　　nα吻］

　　，MiQc，Mo几Nisi－Tugaru（15），p．56－57，pL

　　VI（V），fig．1

　頂部には殼が残るがジ他の部分はつぶれた内型であ

り，前側歯があるからα餓6n磁でない。しかも殻が

厚いからおそらくM砂66nα7脇であろう。

　40・ぬ6・徽卿伽伽・∫n・伽初⑩OTuKA身1939，
　　［＝ハ4．6α」6αプ6α（GMELIN，1791）］

　　－F単blLCain・z・今・m・ri（27）・P・28－29・PL2乳

　　五gs．！5－18

　模式標本も模式産地の標本も殻がや＼丸く厚い以外の

点で．Mα60解αoα16αプ侃（GMELIN）と区別がつかない。

本種の個体変異は著しいから別の機会に公表する。

　4L　T8／11nα詑蹴6n315YoKoYAMA，1925，［＝ハ侮60ηzα

　　046αプ6α（GMELIN，1791）］

　　Moll．Up。J6－Ban（29），P．19，’P1．II，丘9．12

　本種も・Mα60フ撚6016αプ8α（GMELIN）の単なる個体変

異と思われる。

　42。ハ4yα”z乞lyαgi6n5おNoMuRAン1935，［＝9ノ珍o砂一

　　耀瑚
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ　　Mioc．Mo11．Siogama（16），p。222，pl．XVI（1）』

　　丘9．13

　模式標本は二枚揃った内型である。1吻4は左殻片の

頂部が右殻片の頂部のや＼内側（窩心部近く）に位置す

るが，本種では普通の二枚貝のように殻頂が脊縁の両側

に相対している。所属は明らかでないが・4ρoむ耀傭が

最も近いようである。
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